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難所で鍛えた再エネ集団
レノバ(9519)は再生可能エ 米西ソ ー ラー」 と合わせた面積 《レノバの概要》

ネルギ ー発電の専業企業だ。大 は 4 59万平方信と東京ド ー ム ▽代表者

規模太陽光発電所（メガソ ー ラ 98個分。設備容量は12万8800キn ▽主な事業
ー）を全国各地で開発、固定価 りットで、山間地の太陽光発電所で ▽設立／上場時期

格買い取り制度(FIT)を使 は日本最大級だ。

大規模な再エネ
を全国展開（岩
手県軽米町で昨
年稼働した太陽
光発電設備）

▽市場区分

木南陽介社長
再生可能エネルギ ー事業
2000年5月／17年2月
東証1部

って売電することで急成長して レノバのEBITDA（利払
▽時価総額 798億円(24日）

きた。強みは自社のエンジニア い・税引き・償却前利益）は20年 急成長した。 外の最先端事例も把握すること
だ。難易度の高い立地での事業 3月期推定で 108億円と3年前 再エネ事業では大手電力や商 で、技術力を高めてきた。
化に強みを持ち、資金調逹ノウ の2倍に増えた。環境コンサル 社など競合は多いが、木南陽介 緻密な事業計画で案件の収益
ハウも蓄積してきた。 ティング事業で00年に創業し、 社長は「強みはエンジニアリン 予見性を高め、資金調逹のノウ

2019年12月、岩手県軽米町の 06年からはプラスチックのリサ グカ」と力説する。現在約180人 ハウも蓄積してきた。19年12月
山あいでメガソ ー ラー 「軽米東 イクル事薬を主に手掛けてき の社員のうちエンジニアは約 末時点の総資産は1403億円で有
ソ ー ラー発電所」 が稼働した。 た。12年のFIT開始時に再エ 40人だ。電気工事や土木工事、 利子負債は1084億円。発電案件
隣接地で同7月に稼働した「軽 ネに大きく舵（かじ）を切り、 発電設備など各分野の専門人員 では平均して事業費の9割を金

をそろえる。日射量や風況を解 融機関から調逹しており、少な
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下落し採算の確保が難しいため
だ。バ イオマスの案件は21年か
ら順次立ち上がり、洋上風力も

析し、地形に合わせた最適な設 い自己資金で多くの事業を手掛 秋田県沖で開発中だ。海外への
備選びから設置まで、外注せず けている。有利子負債も返済原 展開も加速する。19年にはシン
に社内で完結させる。 資を案件からの収入に限定する ガポ ールなどアジアの3カ国に

17年の上場以前は知名度も低 ノンリコースロ ーン（非遡及型 事務所を置いた。 5月で創業
く、開発しやすい土地は手掛け 融資）がほとんどだ。 20年を迎えるが、「次の20年に
られなかったため、山奥や急斜 今後はバ イオマス発電や洋上 はアジアの再エネのリ ー ディン
面など難しい場所を開発した。 風力発電へのシフトが課題だ。 グカンパニーになる」 （木南社
社内のエンジニアが連携して海 太陽光の電力は買い取り価格が 長）ことが目標だ。（森国司）
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